
平成18年11月、フィリピンで犬にかまれた帰国者が狂大病を発症し死亡する事例が相次いで

発生しました。ヒトの国内発症は36年ぶり(1970年に発症)となります。発症するとほぼ100%死

亡し治療法がないおそろしい感染症です。日本では飼い大に対する予防接種が義務づけられて

いるため、まん延していませんが、世界中で流行しています。

狂大病に対する正しい知識を持つとともに、感染しないために下記のことにご注意下さい。

狂犬爾を発症しないために¨・

流行地て大響に限まれた場曾は、すくに医療臓目の受鬱を :

※厚生労働省ホームベージより

狂大病の発生状況
(死亡奮数はWHOへ の報告からの抜粋)



=六 層を発症しなι:″めに ・・・

潜伏期間はlヵ月以上あり、一旦発

症したら治療法はなく、100%死 亡す

る恐ろしい病気です。

すくヽこ医療機関にかかれない場合は、

帰国後すぐに受診してください。

*   *   *

咬まれた方は、現地医療機関への

受診の有無にかかわらず、帰国時に

検疫所に申し出てください。

通常、ヒトからヒトヘの感染はありま

せん。


